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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
（分担研究報告書） 

 
全国がん登録の利活用に向けた学会研究体制の整備とその試行、臨床データベースに基づく 

臨床研究の推進、及び国民への研究情報提供の在り方に関する研究 

 
研究分担者 賀本敏行・宮崎大学医学部泌尿器科・教授 
研究分担者 大家基嗣・慶應義塾大学医学部泌尿器科学・教授 
研究協力者 田中伸之・慶應義塾大学医学部泌尿器科学・専任講師 

 

 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 
 日本泌尿器科学会では臓器がん登録事業と
して、非通年で限られた施設から登録し報告
してきた。しかしながら手術様式・薬物療法
の急速な進歩により、学会単独で質の高いデ
ータベースを構築する体制づくりには限界が
あると判断し、2018 年よりまずは手術症例か
ら NCD 登録事業に参画し臓器がん登録の推進
を図ることとなった。本研究では、主に泌尿
器３癌（腎癌、膀胱癌、前立腺癌）について
現行の NCD 事業の把握と今後の課題を検証す
ることを目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
 研究計画で求められている、以下の 7 つ

の大項目について実態調査及び検討を行なっ
た。  
1. がん症例の登録内容の向上と登録項目

数の現状と課題の整理 
2.非通年登録の現状とその課題解決に向け

た学術団体内での検討と改善方法の実施 
3. 登録統括、被委託組織としての登録・分

析の在り方に関する検討 
4. モデルケースとしての展開(企画・実践) 
5. 特異な研究目的を意図した研究計画・実

施の有無とその体制、その課題抽出の有無を
検討 
6. 登録事業の規定（倫理規定を含む）、運

営体制・組織体制・責任体制・評価体制の完
成度状況 
7. 国民へ向けた登録事業を基盤にした臨

床研究情報の説明あるいは公表体制 
 

（倫理面への配慮） 

 個人が特定されない登録データに基づく研
究である。 
 
 
Ｃ．研究結果             
 研究方法で列挙した項目毎につき結果を示
す。 

1.2018 年 4 月から開始した泌尿器３癌の NCD
登録では術式・術者（医籍登録番号）のみな
らず、腎癌：145 項目、膀胱癌：144 項目、
前立腺癌：145項目の詳細入力を求めている。
また、2021 年度に構築した精巣癌について
は 67 項目について詳細入力を追加し開始し
ている。今後は手術の適応のない進行癌症例
などについての癌登録のあり方を日本泌尿
器科学会 NCD運営委員会（以下日泌 NCD）に
おいて検討する 

 
2.2010年前後に学会内の「がん登録推進委員
会」において年度を限った非通年登録を実施
しているが、その後は通年登録としての NCD
への参画についての議論に移行したことか
らその議論も「がん登録推進委員会」から「日
泌 NCD」で行われることとなった。NCD 登録
は本学会の専門医認定に必要な手術件数に
利用することとしたことで、95%以上の教育
施設が NCD 登録の ID を取得しており、悉皆
率の上昇に寄与している。 
 

3.日本泌尿器科学会の理事長が NCD の理事に
就任することとなった。すでに主に外科領域
で実績のある NCDを利用することとなり、そ
の参画に大きな障害はなかった。 
 

研究要旨（泌尿器科癌の臨床データベースの現状と将来） 
日本泌尿器科学会は2016年から臓器がん登録事業として「National Clinical Databa
se (NCD)」への参加を検討し、2018年度から本格的に登録を開始した。これまで
腎癌、膀胱癌、前立腺癌の手術症例について、統一した入力プラットフォームで登
録し、2021年からこれらのデータを用いた臨床研究の公募を開始している。今後こ
れらの集計・分析結果から、学会として泌尿器癌医療の評価・専門医の適正配置、
さらには国民向けて情報発信していく。 
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4. 2016 年から腎癌、膀胱癌、前立腺癌につ
いての詳細入力の Clinical Research Form 
(CRF)の作成に際しては、手術関連項目のみ
ならず、嗜好や食事など、患者背景も追加し
ている。このような詳細入力はこれまでの外
科領域ではなかったことから、NCDを用いた
「臓器がん登録」のモデルケースになりうる
ものと期待される。 
 

5. かねてより前立腺癌の人種による頻度の
違い（欧米に多く日本に少ない）や膀胱癌の
発癌因子（喫煙や化学物質の関与）などが取
り沙汰されてきた。現時点では手術症例に限
られるものの、これらの疫学的な検証が可能
になる。 

 
6. 登録施設の責務（個人情報保護、及び倫理
に関する規定、等）については日本泌尿器科
学会定めており、登録におけるすべての責任
は日本泌尿器科学会が負うこととなる。登録
内容の真正性を監査するために、日泌 NCDに
おいて「オーディット制度」を構築し 2022
年から開始を予定している。今後はその仕事
量・負担を考慮し、オーディット部会など、
新たな組織体制を構築する可能性もある。 

 
7. 現時点では NCD 登録データを用いた臨床
研究の解析は行われていないが、2021 年か
ら公募・審査を開始し、2022 年中に３課題
について解析・論文執筆が計画されている。
これらの結果は日本泌尿器科学会の全会員
の尽力によるものであり、学会ホームページ
での公開を予定している。その上で内容をよ
り平易なものにして国民に公開・情報発信し
ていくことを、日泌 NCD で検討する予定であ
る。 
 

Ｄ．考察               
本研究において、泌尿器３癌の登録と他臓

器との相違点、課題が明らかとなった。他臓
器では外科・内科にまたがる癌も多いが、泌
尿器癌は泌尿器科以外の診療科が診ること
はほとんどない。従って日本泌尿器科学会が
中心となることで、ほぼ全ての症例を把握す
ることが可能である。また NCD登録が専門医
制度にリンクすることから「原則として NCD
登録施設であることが専門研修プログラム
の教育施設となる要件」とされており、悉皆
性の向上が期待できる。一方で、今後は手術
の対象にならないような病期（進行性膀胱癌
や監視療法対象になる前立腺癌など）につい
ての登録が課題である、日本泌尿器科学会内
に日泌 NCDとは別に「がん登録推進委員会」
を再度組織することが 2021 年 9 月の理事会
で決定している。 

 

Ｅ．結論 
日本泌尿器科学会では NCD 運営委員会を

中心に、主要な泌尿器科臓器がんの NCD詳細
入力フォームが完備され、登録がスムーズに
開始されていた。高い悉皆率、緻密性を有す
るデータベースは今後良質な研究成果を生
み出す基盤になると期待される。今後はデー
タ利用による解析結果を学会会員はもちろ
ん広く国民に向けて情報発信することで、そ
の意義を高め、さらなる登録事業の発展を目
指すものである。 

 
Ｆ．健康危険情報  
  特になし 
 
Ｇ．研究発表 
 
1.  論文発表 

1. 賀本敏行 ,安井孝周,武中 篤,大家基嗣  
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1. 菊地栄次, 賀本敏行. 泌尿器科の NCD

の現況と今後 (「NCD手術症例登録」に
関する説明会). 第 108 回日本泌尿器科
学会総会: 2020.12.22-24: 神戸 

2. 菊地栄次, 賀本敏行 . 泌尿器科におけ
る NCD の意義と可能性 (「NCD 手術
症例登録」に関する説明会). 第 86 回日
本泌尿器科学会東部総会: 2021.9.3-4: 
web 配信 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
   (予定を含む) 
 
1. 特許取得 
 なし 

  
2. 実用新案登録 

  なし 
  
3.その他 

  なし 
 
 


